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わ
た
く
し
た
ち
の
健
康

日曜・休日に実施している医療機関 午前10時～午後４時

月日 場所 施　設　名 科　　目 電話（048） 場所 施　設　名 科　　目 電話（048）

１

6 新座 たきやま小児
クリニック 小・アレ 477-8620 新座 三須耳鼻咽喉科 耳・アレ・

気 480-1187

13 和光 和光小児科
クリニック 小・内 467-1108 新座 くりはら内科

クリニック
内・消内・
循内

042-438-
6606

14 志木 志木ホーム
クリニック 内・小 487-1255 朝霞 北朝霞整形外科 整外・内・

リウ・リハ 474-7711

20 朝霞 ファミリータイズ
クリニック 小・アレ 458-5522 新座 清水医院 内・外・

循内・皮 476-2111

27 朝霞 伊藤耳鼻科
クリニック 耳 486-0087 朝霞 北朝霞藤宮眼科 眼 474-1417

※当番医は変
更になる場合
があります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

年頭所感
朝霞地区医師会　会長　村

むら

山
やま

正
まさ

昭
あき

☎464-4666
わたくしたちの健康

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
つ
つ
が
な
く

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
第
６
次
埼
玉
県
地
域
保
健
医
療

計
画
で
設
置
が
決
定
さ
れ
て
い
た
、
高
度

急
性
期
、
急
性
期
の
増
床
病
棟
が
い
よ

い
よ
稼
働
し
ま
し
た
。
和
光
市
で
は
独
立

行
政
法
人
「
埼
玉
病
院
」
に
、
こ
の
地
域

で
長
年
求
め
ら
れ
て
き
た
地
域
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
２
０
０
床
が

新
病
棟
と
し
て
増
床
さ
れ
、
朝
霞
市
で

は
「
朝
霞
台
中
央
総
合
病
院
」
が
東
洋
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
に
移
転
す
る
と
と
も
に

「
Ｔ
Ｍ
Ｇ
あ
さ
か
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
１
２
０
床
増
床
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
、
新
座
市
で
は
「
新
座
志
木
中
央

総
合
病
院
」
が
新
病
棟
建
築
・
耐
震
化
工

事
中
で
あ
り
、
増
床
の
予
定
で
す
。
今
ま

で
も
、
４
市
か
ら
な
る
埼
玉
県
南
西
部
消

防
本
部
管
内
で
の
救
急
車
地
域
内
収
容
率

は
３
次
救
急
指
定
病
院
が
無
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
約
80
％
と
埼
玉
県
内
で
も
高
い
収

容
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
よ

り
地
元
で
完
結
出
来
る
急
性
期
医
療
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
の
第
７
次
埼
玉
県
地
域
保
健
医
療
計

画
で
は
回
復
期
、
慢
性
期
病
棟
の
整
備
が

検
討
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
近
隣
の
富
士
見

市
、
ふ
じ
み
野
市
、
三
芳
町
と
合
わ
せ
た

６
市
１
町
で
構
成
さ
れ
る
埼
玉
県
南
西
部

医
療
圏
地
域
医
療
協
議
会
で
検
討
・
調
整

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
様
に
日
本
は
高
齢
者

人
口
の
割
合
が
急
速
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
で
も
、
私
た
ち
の
住
む
埼
玉
県

南
部
は
こ
れ
か
ら
急
速
に
高
齢
化
率
（
全

人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
人
口
）
が
上

昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

２
０
１
５
年
度
全
国
の
高
齢
化
率
は
26
・

6
％
、
埼
玉
県
24
・
８
％
、
和
光
市
16
・

8
％
、
朝
霞
市
18
・
6
％
、
志
木
市
23
・

１
％
、
新
座
市
24
・
１
％
で
こ
の
４
市
は

比
較
的
高
齢
化
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
２
０
２
５
年
度
の
推
定
値
で
は
、

全
国
30
・
０
％
、
埼
玉
県
28
・
４
％
、
和

光
市
17
・
3
％
、
朝
霞
市
19
・
５
％
、
志

木
市
26
・
１
％
、
新
座
市
25
・
４
％
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
高
齢
化
の

進
む
中
、
昨
年
も
こ
の
ご
挨
拶
で
ご
説

明
し
た
よ
う
に
、
国
は
看
取
り
も
含
め

て
、
慢
性
期
お
よ
び
高
齢
者
医
療
に
関
し

て
は
出
来
る
だ
け
入
院
医
療
か
ら
在
宅
医

療
（
家
庭
の
病
棟
化
）
に
移
行
す
る
意
向

を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
を
推
進
す

る
の
が
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
、

昨
年
か
ら
運
営
主
体
が
各
市
町
村
と
な
り

ま
し
た
。
認
知
症
を
含
め
地
域
に
生
活
す

る
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
生
活
を
人
生
の
最
後
ま
で
送
れ

る
よ
う
、
住
居
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
し
、「
安
心
・

安
全
な
地
域
」
を
実
現
す
る
た
め
に
４
市

は
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的
に
努
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
医
師
会
で
は
４
市
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
、
介
護
・
看
護
と
医
療
を
繋
ぐ
「
地
域

包
括
ケ
ア
支
援
室
」
を
引
き
続
き
運
営
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
一
つ
利
用
頻
度
が
増

え
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
今
年
度
は
市
民

の
方
、
介
護
事
業
者
の
方
に
よ
り
「
地
域

包
括
ケ
ア
支
援
室
」
の
活
動
を
知
っ
て
頂

け
る
よ
う
に
広
報
に
心
が
け
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
支
援
室
で
は
、
退
院
後

在
宅
医
療
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
、
在
宅

訪
問
医
療
を
す
る
医
師
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
方
の
ご
都
合
で
介
護
施

設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
お
願
い

し
て
も
患
者
さ
ん
が
日
常
的
に
医
療
が
必

要
な
為
に
利
用
が
出
来
な
い
場
合
は
、
在

宅
支
援
ベ
ッ
ド
を
利
用
し
た
「
レ
ス
パ
イ

ト
入
院
」
の
ご
紹
介
も
出
来
ま
す
の
で
介

護
・
医
療
で
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
ご
相

談
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
近
年
、
台
風
・
地
震
な
ど
自
然
災
害
が

世
界
的
に
多
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
時
の

地
域
の
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
医

師
会
と
し
て
４
市
と
協
定
を
結
ぶ
と
共
に
、

埼
玉
県
南
西
部
地
域
災
害
拠
点
病
院
で
あ

る
「
埼
玉
病
院
」
と
連
携
し
つ
つ
災
害
に

備
え
て
の
医
療
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
朝
霞
地
区
医
師
会
は
少
子
高
齢
化
の
時

代
、
安
心
・
安
全
の
地
域
社
会
を
発
展
的

に
維
持
実
現
す
る
た
め
に
、
４
市
の
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
今
年
も
歩
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
が
４
市
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
希
望
と
笑
顔
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
祈
念
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

問…問い合わせ


